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 事業の概要 

①開催期間（予定）：2025年 4月 13日から 2025年 10月 13日まで 

②想定入場者数：約 2,820万人（計画日来場者 28.5万人/日） 

③開催時間（予定）：午前 9時から午後 10時まで 

 

 会場計画 

【会場デザインコンセプト】 

会場は、四方を海に囲まれたロケーションを活かし、世界とつながる「海」と「空」が印

象強く感じられるデザインとする。円環状の主動線を設け、主動線につながるように離散的

にパビリオンや広場を配置することで、誘致の時からの「非中心・離散」の理念を踏襲しつ

つ「つながり」を重ね合わせた「多様でありながら、ひとつ」を象徴する会場を創出し、無

数の異なるものたちが一つの世界を共有しているという感覚を来場者が体感することが出

来るような場を目指す。 

会場の完成イメージは図 1.2.3、会場内モビリティ走行ルートは図 1.2.4、敷地の位置及

び会場配置計画は図 1.2.5に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.2.3 会場の完成イメージ 

 

【会場エリア】 

会場全体の面積は約 159ha であり、会場内は大きく 3 つのエリア（パビリオンワールド、

グリーンワールド、ウォーターワールド）に区分する。 

パビリオンワールドは、会場の中央部に位置し、パビリオン等の施設が集まるにぎわいの

エリアである。東と西の 2か所にエントランスゲートを設置する。主要施設としては参加国・

企業・国際機関のパビリオン、日本館、自治体館、テーマ館、飲食・物販施設、管理施設、

各種供給施設がある。 

グリーンワールドは、密度の高いパビリオンワールドと対照的に、開放的で緑あふれる空

間とし、万博体験の幅を広げる役割を持つ。屋外イベント広場や、ベストプラクティスエリ

ア、先進的なモビリティを体験するエリア等が配置される。西向きに瀬戸内の海を直接望む
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ことができる場所でもあり、飲食・物販施設を適切に配置することによって海の上の万博会

場を満喫することができる。なお、ベストプラクティスエリアでは、「TEAM EXPO 2025」プ

ログラムにより集まった「いのち輝く未来社会のデザイン」を実現するための活動等のうち、

特に優れた取組について「ベストプラクティス」として位置付け、会場内に設けた本エリア

で展示・展開する。 

ウォーターワールドは、海の上の万博会場を象徴する場所である。堤防によって作られた

内海をさらに大屋根（リング）によって囲い取ることで「海の広場」を作り出す。この三日

月状の水辺空間は水上イベントを始めとした親水空間での様々な活動に供される。内海に張

り出した大屋根（リング）の上は展望歩廊であり、「海の広場」や会場全体を見下ろせる場所

であり、南西方向に広がる瀬戸内の海を見渡せる場所ともなる。 

 

【主要な施設】 

会場内には、参加国・企業パビリオン、テーマ館、催事ホール、エントランス施設、管理

施設、インフラ等供給施設、日本館、自治体館、営業施設（物販及び飲食店舗）等の建築物

を整備する。このうち、パビリオン（当協会が整備するものを除く）は参加国や企業等の出

展者が、日本館は日本政府が、自治体館は自治体が計画し整備する。その他の建築物は当協

会が整備する。 

会場配置計画に示すとおり、大部分の建築物はパビリオンワールドに、一部の建物はグリ

ーンワールドに整備する。原則として建物は会期終了後に敷地から撤去される予定であり、

比較的簡易な仮設構造とする計画である。 

会場の修景と良好な環境維持のため、当協会において、ガイドラインを策定することを予

定している。 

 

【その他各種施設】 

①催事施設 

会期中に行われる様々な催事に対応できるよう、パビリオンワールドに大催事場、小催事

場、メッセ、小型のステージ、庭園、グリーンワールドに屋外イベント広場、ベストプラク

ティスエリア、ギャラリーを設置する。 

②基盤設備 

上水道は、会場用地内に受水槽を設け各施設に対して配水することで、安全な水を来場者

に安定的に供給する。下水道は、汚水発生量の時間変動に応じた貯留施設等を設け確実に排

水・処理するとともに、雨水についても会場内に適切に雨水配管を設置する等会場内に降っ

た雨水が排出されるように計画する。 

電力は特別高圧にて系統を 2重化した受電を行い、ガスは供給信頼性の高い中圧ガスを引

込む等、合理的で機能性、信頼性、安全性の高い供給システムを導入する。また、半年間と

いう短期間の開催であるため、経済性も考慮した供給方式を検討する。帯水層蓄熱や太陽光

発電の設置等、再生可能エネルギーの活用について検討する。 

③緑地 

会場内には、グリーンワールドにおいて緑地の整備を計画している。また、パビリオンワ

ールドについても静けさの森の整備やオープンスペース等に可能な限り緑化する計画であ



7 

る。 

静けさの森は、万博会場の喧騒の中にあって、ひときわ静かで落ち着いた場所として、パ

ビリオンワールド内のリング状のメインストリートから離れた、奥まったところに配置する

計画である。 

 

【エントランス、交通ターミナル（乗降場）及び団体バス駐車場等】 

会場には、北港テクノポート線（仮称）夢洲駅、交通ターミナルからそれぞれアクセス可

能なエントランス広場を整備する。エントランス広場には、入場券対応窓口、セキュリティ

チェック及び入場ゲートを配置するとともに、計画日来場者数 28.5万人/日におけるゲート

等での待ち行列に対応できるように十分なレーン数及び検査人員を確保する等安全性の確

保に努める。 

また、来場者を輸送する団体バス駐車場等を整備する計画である。 

 

【熱源計画】 

パビリオンワールドは地域熱供給システムを導入し、冷水供給設備は電気式及びガス式を

併用する。冷水供給設備は会場内の 4か所に設置する。 

 

【会場内輸送】 

会場内での来場者の移動については、徒歩を主な手段として想定するが、高齢者、障がい

者、子連れの家族等、様々な来場者が快適に会場内を移動できるように、先進的なモビリテ

ィを体験する機会を得られるよう、多様なモビリティを導入する計画である。また、これら

を来場者が便利に利用できるよう、統合的な情報サービスを提供する。 

その他、物資及び廃棄物の運搬等についても、先端技術を活用しつつ効率的な輸送を実現

する。 

①外周トラム 

主に会場の東西を結び、東西のエントランスや屋外イベント広場等の間を行き来できるよ

う、会場の外周道路を主な走行ルートとするモビリティ（乗車可能人数：数十人程度/台）を

導入する計画としている。外周トラムの走行ルートは来場者動線とは完全に分離する。 

②小型モビリティ 

誰もが会場内を快適に移動できる手段を提供するとともに、高齢者や障がい者等の移動制

約者を支援するため、会場内の街路を主な走行ルートとするモビリティ（乗車可能人数：1

～数人程度/台）を導入する計画としている。時速 6km/h 以下のモビリティとし、来場者と

モビリティが同じ空間を一緒に共有できるようにする。 

③空飛ぶクルマ 

先進的なモビリティの体験機会を提供する一環として、空飛ぶクルマの導入を検討する。

空飛ぶクルマはグリーンワールドのモビリティエクスペリエンスエリアに設ける離発着ポ

ートで離発着することを計画している。 
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図 1.2.4 会場内モビリティ走行ルート図 
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図 1.2.5 会場配置計画 
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